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子
ど
も
の
安
全
を
確
保
す
る
に
は
、
子
ど
も
た
ち

に
事
件
や
事
故
が
起
き
や
す
い
場
所
を
確
認
さ
せ
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
逃
げ
込
め
る
避
難
の
家
や
店
舗

な
ど
、
安
全
な
場
所
を
教
え
て
お
く
こ
と
が
も
っ
と

も
大
切
で
す
。

　

ま
た
子
ど
も
を
狙
う
犯
罪
者
に
犯
罪
の
機
会
を
与

え
な
い
地
域
づ
く
り
が
重
要
で
す
。
学
校
、
家
庭
、

地
域
の
だ
れ
も
が
子
ど
も
の
安
全
を
見
守
る
こ
と
が

犯
罪
か
ら
守
る
一
番
の
方
法
で
す
。

　

子
ど
も
を
犯
罪
か
ら
守
る
た
め

に
は
、
子
ど
も
た
ち
自
身
に
も
危

険
回
避
能
力
が
必
要
と
な
っ
て
き

ま
す
。

　

不
審
者
に
遭
遇
し
て
し
ま
っ

た
場
合
、
何
が
起
き
る
か
を
予

想
し
、
ど
う
対
応
す
べ
き
か
を
考

え
、
す
ぐ
に
行
動
す
る
こ
と
が
大

切
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
防
犯
ブ
ザ
ー

が
あ
り
ま
す
。
村
で
は
の
各
小
中

学
校
の
児
童
生
徒
全
員
に
一
個
ず

つ
渡
し
て
い
ま
す
。

　

防
犯
ブ
ザ
ー
は
、
直
径
七
セ
ン

チ
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
で
、
ピ
ン
を

引
き
抜
く
と
大
音
響
が
鳴
り
響
き

ま
す
。
不
審
者
に
襲
わ
れ
た
際
な

ど
に
有
効
で
す
。

　

し
っ
か
り
鳴
る
こ
と
を
確
か
め

た
上
、
片
手
で
も
操
作
で
き
る
よ

う
に
ひ
も
を
ベ
ル
ト
や
カ
バ
ン
の

取
っ
手
な
ど
に
結
び
付
け
て
携
帯

し
て
く
だ
さ
い
。 

　
防
犯
ブ
ザ
ー
を
使
用
す
る
と

・
ブ
ザ
ー
の
音
に
驚
い
て
犯
人
が

逃
げ
る
。 

・
周
り
の
人
が
駆
け
つ
け
て
く
れ

る
。 

・
ブ
ザ
ー
の
音
で
目
撃
者
が
増
え

て
、
犯
人
逮
捕
に
有
効
で
あ

る
。 

　
　

等
々
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

村
で
は
、
平
成
九
年
か
ら
福

島
県
内
初
の
地
域
安
全
条
例
を
施

行
し
、
地
域
か
ら
犯
罪
を
無
く
し

「
安
全
で
安
心
な
街
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。 地

域
ぐ
る
み
で
守
る

　

少
年
犯
罪
の
予
防
や
青
少
年
が

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
、

チ
ラ
シ
の
作
成
や
店
舗
な
ど
の

パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
、
パ
ト
カ
ー
に

よ
る
広
報
活
動
を
通
じ
て
対
策
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
通
学
路
に
接
し
た
家
で

常
時
家
に
居
る
方
に
依
頼
し
て
村

内
二
百
七
十
五
カ
所
に
「
子
ど
も

避
難
の
家
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
は
、
何
か
あ
っ

た
場
合
、
避
難
の
家
に
す
ぐ
に

逃
げ
込
む
よ
う
指
導
を
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
行
っ
て
い
る

地
域
安
全
推
進
協
議
会
で
は
、
毎

年
、
子
ど
も
た
ち
の
利
用
状
況
や

通
学
路
の
点
検
を
兼
ね
、「
子
ど

も
避
難
の
家
」
訪
問
し
状
況
を
確

認
し
て
い
ま
す
。

　もし、お近くで防犯ブザーの音（アラー
ム音、キュルキュル、ピィピィなどで甲高
い音）がしましたら、緊急事態が発生した
と考えていただき、状況を確認の上、大声
で周りに知らせたり 110 番通報するなど、
ご協力をお願いします。また、不審者と思
われる人を見かけましたら、学校、教育委
員会、警察にご連絡ください。

地
域
の
み
な
さ
ん
へ　

　
　
　
　
　
　

お
願
い

　

村
内
で
は
、
子
ど
も
を
狙
っ
た

声
掛
け
等
の
犯
罪
は
今
の
と
こ
ろ

あ
り
ま
せ
ん
が
村
で
は
、
小
中
学

校
の
児
童
生
徒
が
安
全
に
登
下
校

で
き
る
よ
う
「
子
ど
も
の
安
全
見

守
り
隊
」
を
発
足
さ
せ
五
月
か
ら

活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

主
に
、
小
学
校
、
中
学
校
の
周

辺
を
自
転
車
等
で
巡
回
し
て
不
審

者
の
発
見
、
通
報
な
ど
を
行
い
児

童
生
徒
の
通
学
時
の
防
犯
、
安
全

を
確
保
し
ま
す
。

　

自
転
車
は
、
通
学
路
の
細
い
路

地
ま
で
巡
回
等
が
出
来
き
子
ど
も

た
ち
が
危
険
な
目
に
遭
っ
た
場
合

に
も
有
効
で
す
。

　

今
後
、
巡
回
用
自
転
車
の
台
数

を
増
や
し
て
児
童
生
徒
の
登
下
校

時
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
て
い

く
方
針
で
す
。

「
子
ど
も
の
安
全
見
守

り
隊
」
を
新
た
に
発
足

　

福
島
県
内
で
も
声
掛
け
、
連
れ

去
り
事
件
が
発
生
し
新
聞
な
ど
の

紙
面
を
飾
っ
て
お
り
、
子
ど
も
を

持
つ
親
な
ら
誰
し
も
一
度
は
、
不

安
に
思
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

警
察
庁
の
「
十
五
歳
以
下
の
子

ど
も
連
れ
去
り
発
生
状
況
」
に
よ

る
と
、
昨
年
一
月
か
ら
十
月
ま
で

の
間
、
全
国
で
計
百
二
十
六
件
の

の
連
れ
去
り
事
件
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
被
害
者
の
う
ち
七
十
七
％

が
女
の
子
で
す
。

　

発
生
は
、
午
後
三
時
か
ら
午

後
六
時
ま
で
の
下
校
時
間
帯
に
集

中
し
、
場
所
は
人
通
り
の
少
な
い

道
路
、
木
の
多
い
公
園
、
駐
車
場

わ
き
な
ど
、
い
ず
れ
も
人
目
に
つ

か
な
い
、
子
ど
も
の
逃
げ
場
を
断

つ
よ
う
な
場
所
で
発
生
し
て
い
ま

す
。 子

ど
も
を
狙
う
犯
罪

自
分
自
身
を
守
る

　

全
国
で
は
、
不
審
者
に
よ
る
学
校
へ
の
侵
入
や
声
掛
け
、
連
れ
去

り
な
ど
子
ど
も
を
狙
っ
た
犯
罪
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
身
近
に
は
、
様
々
な
危
険
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
子
ど
も
が
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
協
力
し
て
何
が
出
来
る
か
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

子どもの安全を考える
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平
成
十
六
年
度
第
一
回
行
政
区
長
会
が
四

月
八
日
、
村
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
議
に
先
立
ち
佐
藤
村
長
か
ら
四
十
三
行

平成 16 年度行政区長および保健委員名簿
                                                               （敬称略）
No 行政区名 氏　　名
１ 米 菊 地 順 雄
２ 長 坂 鈴 木 正 司
３ 柏 野 和 知 正 守
４ 赤 渕 尾 股 清 衛
５ 下 羽 太 伊 東 行 男
６ 羽太グリーンタウン 鈴 木 文 穂
７ 中 久 保 森　　 春 雄
８ 上 羽 太 近 藤 久 雄
９ 虫 笠 大   竹           勲
10 真 名 子 江 口 勝 志
11 熊 倉 芳 賀 弘 栄
12 鶴 生 相 馬 安 男
13 追 原 大 沼 常 雄
14 真 船 加 須 我 茂
15 折 口 近 藤 義 明
16 上 折 口 原 小 磯 啓 造
17 東 高 山 松 澤　　 茂
18 東高山ニュータウン 永 木　　 琢
19 下 折 口 原 陳 野 定 男
20 間 の 原 安達二千六百
21 下 新 田 仁 平 喜 代 治
22 上 新 田 野 木 宏 悦
23 山 下 鈴 木 寿 央
24 家畜改良センター 飯 沼　　 裕
25 原 中 下 伊 藤 世 義
26 原 中 上 大 森 守 一
27 上 野 原 下 高 崎 武 雄
28 上 野 原 上 服 部 眞 明
29 大 平 佐 川 邦 宏
30 黒 川 高 橋 力 弥
31 大 清 水 金 沢 宗 寿
32 一 の 又 高 木　　 勇
33 芝 原 島 田 廣 行
34 川 谷 水 谷 光 彦
35 伯 母 沢 黒 澤　　 栄
36 甲 子 高 原 大 倉 由 則
37 　 窪 住 宅 吉 田 勝 文
38 折 口 原 住 宅 石 井 久 治
39 雇用促進住宅 芳 賀 哲 夫
40 岩 下 団 地 大 竹 た い こ
41 下羽太新住宅 緑 川 安 雄
42 新 羽 太 団 地 斎 藤 美 由 紀
43 下 羽 太 団 地 廣 瀬 浩 起

政
区
を
代
表
し
て
、
米
行
政
区
の
菊
地
順

雄
さ
ん
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

席
上
、
今
年
度
区
長
会
長
に
下
新
田
行
政

区
の
仁
平
喜
代
治
さ
ん
、
副
会
長
に
下
折

口
原
行
政
区
の
陳
野
定
男
さ
ん
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

村
か
ら
は
、
本
年
度
の
予
算
や
主
要
事

業
等
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
対

し
、
道
路
の
補
修
、
防
犯
灯
の
設
置
な
ど

行
政
区
運
営
に
必
要
な
要
望
や
申
請
の
仕

方
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

新
区
長
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
年
一
年
間

「
地
域
の
皆
さ
ん
の
声
を
行
政
に
ス
ム
ー

ズ
に
届
け
る
パ
イ
プ
役
」
と
し
て
村
政
進

展
の
た
め
に
ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
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人　

事　

異　

動

村
職
員
の
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（　

）
は
前
職
《
四
月
一
日
付
》

【
課
長
相
当
職
】
▽
水
道
事
業
所

長
（
環
境
対
策
室
長
）
相
山
保

則
▽
Ｉ
Ｓ
Ｏ
対
策
室
長
（
水
道

事
業
所
長
）
神
田
金
吾
▽
環
境

対
策
室
長
（
総
務
課
主
幹
兼
課
長

補
佐
〔
財
務
担
当
〕）
真
船
秀
典

▽
住
民
生
活
課
主
幹
兼
課
長
補
佐

〔
住
民
担
当
〕
兼
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
所
長
（
生
涯
学
習
課
主

幹
〔
生
涯
学
習
担
当
〕）
高
久
美

智
子
▽
生
涯
学
習
課
主
幹
兼
体
育

振
興
係
長
（
建
設
課
主
幹
）
真
船

善
一
郎
▽
学
校
教
育
課
主
幹
（
健

康
推
進
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
〔
介

護
・
地
域
福
祉
担
当
〕
兼
小
田
倉

児
童
館
長
兼
熊
倉
児
童
館
長
）
熊

田
公
一
▽
税
務
課
主
幹
兼
課
長
補

佐
〔
賦
課
収
納
担
当
〕（
住
民
生

活
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
〔
住
民
担

当
〕
兼
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

所
長
）
君
島
喜
弘
▽
建
設
課
主
幹

兼
課
長
補
佐
〔
管
理
担
当
〕（
会

計
室
次
長
）
高
久
孝
雄

【
課
長
補
佐
相
当
職
】
▽
総
務
課

長
補
佐
〔
秘
書
担
当
〕（
総
務
課

長
補
佐
〔
秘
書
・
財
産
管
理
担

当
〕）
佐
藤
文
子
▽
生
涯
学
習
課

長
補
佐
〔
生
涯
学
習
担
当
〕（
税

務
課
長
補
佐
〔
固
定
資
産
担
当
〕）

柳
沼
美
智
子
▽
総
務
課
長
補
佐

〔
財
務
・
財
産
管
理
担
当
〕
兼
財

産
管
理
係
長
兼
選
挙
管
理
委
員

会
書
記
（
税
務
課
長
補
佐
〔
賦
課

収
納
担
当
〕）
真
船
和
憲
▽
住
民

生
活
課
長
補
佐
〔
防
災
交
通
・
生

活
環
境
担
当
〕（
商
工
観
光
課
長

補
佐
）
大
平
一
美
▽
学
校
教
育
課

長
補
佐
兼
庶
務
係
長
（
学
校
教
育

課
専
門
主
査
兼
庶
務
係
長
）
伊
藤

富
夫
▽
健
康
推
進
課
長
補
佐
〔
介

護
・
地
域
福
祉
担
当
〕（
水
道
事

業
所
次
長
〔
業
務
担
当
〕）
円
谷

文
雄
▽
下
水
道
課
長
補
佐
〔
業

務
・
施
設
管
理
担
当
〕（
生
涯
学

習
課
長
補
佐
兼
生
涯
学
習
係
長
）

小
針
健
夫
▽
企
画
調
整
課
長
補
佐

兼
企
画
情
報
係
長
（
企
画
調
整

課
長
補
佐
）
須
藤
清
一
▽
下
水
道

課
長
補
佐
〔
事
業
担
当
〕（
下
水

道
課
長
補
佐
兼
業
務
係
長
）
金

田
勝
義
▽
会
計
室
次
長
兼
会
計
係

長
（
住
民
生
活
課
長
補
佐
〔
防
災

交
通
・
生
活
環
境
担
当
〕）
松
田

隆
志
▽
住
民
生
活
課
行
政
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
専
門
主
査
（
住
民
生

活
課
専
門
主
査
兼
住
民
係
長
）
鈴

木
美
代
子
▽
商
工
観
光
課
長
補

佐
（
水
道
事
業
所
次
長
〔
施
設
管

理
担
当
〕）
渡
辺
文
雄
▽
Ｉ
Ｓ
Ｏ

対
策
室
次
長
（
総
務
課
専
門
主
査

兼
財
産
管
理
係
長
兼
選
挙
管
理
委

員
会
書
記
）
吉
田
博
▽
税
務
課
長

補
佐
〔
固
定
資
産
担
当
〕（
建
設

課
長
補
佐
〔
管
理
担
当
〕）
藤
田

雄
二
▽
水
道
事
業
所
次
長
（
下
水

道
課
専
門
主
査
兼
事
業
係
長
）
池

田
有
次
▽
住
民
生
活
課
専
門
主
査

兼
住
民
係
長
（
住
民
生
活
課
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
専
門
主
査
）

仁
平
か
よ
子
▽
学
校
教
育
課
専

門
主
査
兼
車
両
係
長
（
学
校
教
育

課
車
両
係
長
）
小
泉
誠
▽
住
民
生

活
課
専
門
主
査
兼
防
災
交
通
係
長

（
住
民
生
活
課
防
災
交
通
係
長
）

保
坂
文
夫

【
係
長
相
当
職
】
▽
農
政
課
主
任

主
査
（
学
校
教
育
課
主
任
主
査
）

真
田
愛
子
▽
健
康
推
進
課
み
ず
ほ

保
育
園
保
育
係
長
（
健
康
推
進
課

小
田
倉
児
童
館
児
童
保
育
係
長
）

松
田
千
代
江
▽
学
校
教
育
課
主
任

主
査
（
農
政
課
主
任
主
査
）
柴

山
民
子
▽
住
民
生
活
課
生
活
環
境

係
長
（
生
涯
学
習
課
体
育
振
興
係

長
）
鈴
木
義
和
▽
生
涯
学
習
課
生

涯
学
習
係
長
（
住
民
生
活
課
生
活

環
境
係
長
）
田
中
茂
勝
▽
水
道
事

業
所
業
務
係
長
（
企
画
調
整
課
企

画
情
報
係
長
）
長
谷
川
洋
之
▽
総

務
課
財
政
係
長
兼
選
挙
管
理
委
員

会
書
記
（
総
務
課
財
政
係
長
）
真

船
貞
▽
健
康
推
進
課
ま
き
ば
保
育

園
保
育
係
長
（
学
校
教
育
課
西
郷

幼
稚
園
主
任
教
諭
）
筒
井
鈴
枝
▽

健
康
推
進
課
小
田
倉
児
童
館
主
任

児
童
厚
生
員
（
健
康
推
進
課
ま
き

ば
保
育
園
主
任
保
育
士
）
白
井
久

美
子
▽
学
校
教
育
課
西
郷
幼
稚
園

副
主
任
教
諭
（
健
康
推
進
課
主
任

主
査
）
金
田
清
子
▽
住
民
生
活
課

主
任
主
査
（
健
康
推
進
課
主
任
主

査
）
鈴
木
真
由
美
▽
学
校
教
育
課

主
任
主
査
（
学
校
教
育
課
主
査
）

祓
川
重
廣
▽
税
務
課
主
任
主
査

（
健
康
推
進
課
主
査
）
徳
田
庄
一

▽
健
康
推
進
課
主
任
主
査
（
健
康

推
進
課
主
査
）
芳
賀
盛
男
▽
農
政

課
主
任
主
査
（
農
政
課
主
査
）
若

林
哲
雄
▽
健
康
推
進
課
主
査
（
住

民
生
活
課
主
査
）
鈴
木
恵
美
子
▽

健
康
推
進
課
ま
き
ば
保
育
園
副
主

任
保
育
士
（
健
康
推
進
課
み
ず
ほ

保
育
園
副
主
任
保
育
士
）
伊
藤
智

子
▽
健
康
推
進
課
ま
き
ば
保
育
園

副
主
任
保
育
士
（
健
康
推
進
課
み

ず
ほ
保
育
園
副
主
任
保
育
士
）
古

川
美
恵
子
▽
住
民
生
活
課
主
査

（
農
政
課
主
査
）
須
藤
隆
士
▽
生

涯
学
習
課
主
査
（
下
水
道
課
主

査
）
関
根
隆
▽
健
康
推
進
課
主
査

（
建
設
課
主
査
）
鈴
木
弘
嗣
▽
下

水
道
課
主
査
（
税
務
課
主
査
）
相

川
晃
▽
総
務
課
付
㈶
ふ
く
し
ま
自

治
研
修
セ
ン
タ
ー
シ
ン
ク
タ
ン
ク

ふ
く
し
ま
派
遣
（
健
康
推
進
課
主

査
）
中
村
早
苗
▽
企
画
調
整
課
主

査
（
企
画
調
整
課
主
事
）
佐
川
典

孝
▽
住
民
生
活
課
主
査
（
総
務
課

主
事
兼
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
）

根
本
強
▽
建
設
課
主
査
（
建
設
課

主
事
）
金
田
博
和

【
係
員
】
▽
総
務
課
主
事
兼
選
挙

管
理
委
員
会
書
記
（
住
民
生
活
課

主
事
）
渡
部
祥
一
▽
学
校
教
育
課

用
務
員
〔
川
谷
小
学
校
〕（
学
校

教
育
課
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
）

小
野
崎
雅
子
▽
健
康
推
進
課
主

事
（
生
涯
学
習
課
主
事
）
近
藤
百

枝
▽
建
設
課
主
事
兼
国
有
財
産
譲

与
事
務
推
進
室
主
事
（
新
採
用
）

真
船
栄
作
▽
税
務
課
主
事
（
新
採

用
）
佐
々
木
達
也

【
退
職
者
】《
三
月
三
十
一
日
付
》

▽
大
場
武
雄
（
教
育
次
長
）
▽
内

藤
信
光
（
生
涯
学
習
課
主
幹
〔
体

育
振
興
担
当
〕）
▽
鈴
木
友
子
（
学

校
教
育
課
長
補
佐
）
▽
鈴
木
賀
代

（
み
ず
ほ
保
育
園
保
育
士
）
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来
年
に
は
き
れ
い
な
桜
が
咲
き
ま
す

　現在進められている熊倉地区ほ場整備事業では、「環境への配慮」を加えた事業を実施することに伴

い、地域住民により田園環境推進委員会を設立し、地区内の７箇所に自然環境に配慮した親水水路など

の整備を計画しています。

　その始めとして、この度、平成 15 年度ほ場整備事業区域の一部を利用して環境を配慮した親水水路

を、谷地中地区住民自らの手で整備しました。

　作業は、昨年 12 月から始め、２月 29 日と３月７日、14 日に地区住民全員が参加して作業にあたり

ました。

　橋は間伐材を利用し、石積み水路の材料の石は近所の石屋さんから提供を受け、樹木等は地区住民が

出し合い、延長 60 メートル幅２メートルの立派な親水水路が完成しました。今後は、谷地中地区の身

近な住民の憩いの場として利用されます。

地区住民手作りの親水公園が完成

　

西
郷
く
ら
し
の
会
（
大
越
則

恵
会
長
）
は
、
今
年
創
立
十
五
周

年
を
迎
え
、
活
動
の
集
大
成
と
し

て
冊
子
「
に
し
ご
う
む
ら
の
か
ん

き
ょ
う
」
を
作
製
し
ま
し
た
。
川

の
水
質
を
き
れ
い
に
す
る
た
め

の
方
法
の
他
、
大
気
や
地
球
環

境
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
Α
四

版
十
八
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
会
員
十
二
名
で
平
成
元

年
か
ら
阿
武
隈
川
の
水
生
生
物
な

ど
に
よ
る
川
の
水
質
調
査
を
十
五

年
間
行
っ
て
い
ま
す
。

　

西
郷
村
は
、
阿
武
隈
川
の
源

流
に
位
置
す
る
村
で
す
。
そ
こ
に

住
む
私
た
ち
は
、
下
流
に
住
む
人

た
ち
に
、
き
れ
い
な
川
、
き
れ
い

な
水
を
渡
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
私
た
ち
を
と
り
ま
く
自
然
環

境
に
配
慮
し
た
生
活
を
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
こ
と
を
感
じ
、
実
践

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

今
後
は
、
村
内
小
中
学
校
で

の
教
育
支
援
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま

す
。

　

甲
子
連
山
に
登
山
シ
ー
ズ
ン

の
到
来
を
告
げ
る
、
第
十
一
回

赤
面
山
山
開
き
が
五
月
三
十
日

に
水
の
郷
自
然
紀
行
実
行
委
員

会
の
主
催
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
旧
白
河
高
原
ス

キ
ー
場
で
午
前
七
時
よ
り
受

付
、
午
前
八
時
よ
り
今
シ
ー
ズ

ン
の
山
の
安
全
を
祈
願
す
る
神

事
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

　

赤
面
山
の
山
頂
か
ら
は
、
茶

臼
岳
、
旭
岳
が
目
の
前
に
広
が

り
雄
大
な
パ
ノ
ラ
マ
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
登
頂
記
念
と
し
て
先

着
七
百
名
に
記
念
バ
ッ
ジ
や
豪

華
賞
品
が
当
た
る
抽
選
会
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
も
自
分
の

足
で
山
頂
を
目
指
し
、
自
然
の

景
色
や
新
鮮
な
空
気
を
楽
し
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
た
く
さ
ん
の

方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

●
開
催
日　

五
月
三
十
日
㈰

●
受
付
時
間　

午
前
七
時
（
旧
白
河
高
原
ス
キ
ー
場
）

※
受
付
後
、
自
由
登
山
と
し
ま
す
（
午
後
二
時
三
十

分
ま
で
に
は
下
山
し
、
到
着
し
て
く
だ
さ
い
）。

●
式
典　

午
前
八
時
（
ス
キ
ー
場
第
一
ゲ
レ
ン
デ
）

●
山
頂
行
事　

豪
華
賞
品
が
当
た
る
抽
選
会

■
問
合
せ

　

水
の
郷
自
然
紀
行
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
☎
２
５
│
２
９
１
０
）

赤
面
山
山
開
き

五
月
三
十
日
は
、

村内の野山を楽しむ
新緑のシーズン到来

　

国
道
二
八
九
号
線
の
川
谷
地
区

に
、
大
山
桜
三
十
八
本
を
植
栽
し

ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
㈶
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
か
ら
緑
化
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
を
受
け
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

健
全
な
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、

宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
を
目

的
に
し
て
い
る
も
の
で
す
。
昨
年

実
施
し
た
新
甲
子
温
泉
地
区
へ
の

円
形
花
壇
と
木
製
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ

ト
の
設
置
、
及
び
緑
地
帯
へ
の
花

苗
植
栽
に
よ
る
花
い
っ
ぱ
い
運
動

も
こ
の
助
成
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

国
道
二
八
九
号
線
は
、
当
村

に
と
っ
て
重
要
な
観
光
道
路
で

す
。
こ
れ
ま
で
も
地
区
住
民
を

は
じ
め
多
く
の
方
々
の
奉
仕
作
業

に
よ
り
、
空
き
缶
・
空
き
瓶
等
の

ク
リ
ー
ン
作
戦
、
花
い
っ
ぱ
い
運

動
、
草
刈
り
・
雑
木
の
除
去
に
よ

る
目
透
か
し
作
業
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
今
回
も
地
権
者
の
皆
さ

ん
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
植
栽

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
地
区
住
民
を
は
じ

め
多
く
の
方
々
の
ご
指
導
・
ご
協

力
を
い
た
だ
き
環
境
美
化
活
動
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

「にしごうむらのかん

きょう」を発刊

河川調査結果を含めた環境保全冊子
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　村内の小中学校では、ポカポカ陽気の中入学

式が行われました。この日は、新しいランドセ

ルに黄色い帽子を被り、保護者に手を引かれ、

少し緊張しながら登校してきました。入学式が

終わった後、校庭のブランコ等の遊具で遊びま

わり、これから通う学校での生活を楽しみにし

ているようでした。

　今年の桜は例年より早く満開になりました。村内には、隠
れた桜の名所があります。ほんの一部ですがご紹介します。

　白河地方広域圏山火事防止対策協議会が主体

となり、消防団、消防署や森林組合などが参加

し「山火事防止宣伝パレード」が行われました。

　村では、４月に入り７件の火災が発生してお

り、４件が山林火災です。空気が乾燥し火災の

発生しやすい時期ですので火の取り扱いには十

分注意しましょう。

    

　全国春の交通事故防止総ぐるみ運動の一環

として西郷村交通対策協議会では、ジャスコ

白河・西郷店で交通安全街頭活動が行われまし

た。交通安全母の会員や交通安全パトロール隊

員も参加して、買い物に訪れた親子らにチラシ

等を配り、交通ルールを守り交通事故に遭わな

いよう呼びかけました。

　村文化センターで、平成 16 年度西郷村消防団

辞令交付式が行われました。式では、新幹部の他

今年消防団に入団した 27 名の新入団員へ德田進

団長から辞令が交付されました。

 交付式後には、消防団幹部から団員としての心

構えなど初任者教育訓練が行われ、新入団員は

地域の消防団として改めて気を引き締めていまし

た。

　村民体育館で村のスポーツ 15 団体から約 110

人が参加し、平成 16 年度西郷村体育協会総合開

会式が開かれました。

 式では、優勝旗が返還され、来賓祝辞に続いて

西郷ゴルフクラブの鈴木芳旺さんが選手宣誓をし

ました。総合開会式終了後、西郷バレーボール連

盟の村長杯が行われ熱戦を繰り広げていました。
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在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

村
が
設
置
し
て
い
る
高
齢
者
の
福

祉
や
介
護
を
支
援
す
る
相
談
機
関

で
す
。

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
の
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
平
成

十
五
年
四
月
か
ら
は
、
村
指
定
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
に
委
託
し
て

方
部
別
に
、
南
部
地
区
（
㈱
ア
イ

ラ
ン
ド
）、
中
部
地
区
（
社
会
福

祉
協
議
会
）、
北
部
地
区
（
丸
光

産
業
㈱
）
の
三
地
区
で
支
援
相
談

の
業
務
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

  

介
護
保
険
や
認
定
に
関
す
る
こ

と
、
介
護
用
品
の
購
入
や
ア
ド
バ

イ
ス
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
相
談
や

申
請
代
行
な
ど
気
に
な
る
こ
と
が

あ
れ
ば
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

  

ま
た
各
地
区
の
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
、
随
時
、
高
齢
者

実
態
調
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

地
区
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

が
お
宅
を
訪
問
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

②「在宅介護支援センター」

■問合せ──
　健康推進課 地域福祉係（保健福祉センター内）

　　☎25-3910　�suishin@vill.nishigo.fukushima.jp

　
「
ハ
ァ
ー
、
う
ち
の
旦
那
の
給
料
は

下
が
る
、
子
ど
も
の
学
費
や
家
の
ロ
ー

ン
…
…
何
か
い
い
パ
ー
ト
で
も
な
い
か

な
ぁ
。」

　

あ
る
日
、
新
聞
の
折
込
チ
ラ
シ
に
『
自

宅
で
手
軽
に
で
き
高
収
入
ゲ
ッ
ト
』
と
の

広
告
が
入
り
ま
す
。
自
宅
で
子
ど
も
の
面

倒
を
見
な
が
ら
内
職
を
し
て
少
し
で
も
生

活
の
足
し
に
な
る
な
ら
ば
と
、
つ
い
お
い

し
い
話
に
飛
び
つ
い
て
し
ま
い
ま
す
。

②
内
職
商
法
の
本
当
の
ね
ら
い

ア
ド
バ
イ
ス

だ
ま
し
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

だ
ま
さ
れ
な
い

悪
徳
商
法

も  

う

問合せ
●商工観光課
●福島県消費生活センター
☎ 024-521-0999

シリーズ─
・
広
告
の
高
収
入
は
怪
し
い
も
の

だ
と
疑
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
内
職
は
普
通
の
ア
ル
バ
イ
ト
よ

り
安
い
も
の
で
す
。

・
仕
事
を
だ
し
に
物
を
売
り
つ
け

る
よ
う
な
会
社
は
、
ほ
ぼ
悪
徳

業
者
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

家
に
い
る
主
婦
の
方
に
と
っ
て

は
、
家
事
の
合
間
に
で
き
て
家
計

の
助
け
や
お
小
遣
い
稼
ぎ
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
、
内
職
に
興
味
を

持
ち
被
害
に
遭
わ
れ
る
方
が
大
勢

い
ま
す
。

　地域型在宅介護支援センター
　南部地区在宅介護支援センター
　　委託先　㈱アイランド　    ☎ 48-0688
　中部地区在宅介護支援センター
　　委託先　社会福祉協議会　☎ 48-0180
　北部地区在宅介護支援センター
　　委託先　丸光産業㈱　  　  ☎ 48-0903

シリーズ
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剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
⑪
回

　

私
た
ち
は
、
西
郷
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

で
す
。
剣
道
の
活
動
は
、
稽
古
・
各
種
大
会
・

級
審
査
等
が
あ
り
ま
す
。

　

剣
道
以
外
の
活
動
と
し
て
保
護
者
の
活
動

も
あ
り
、
皆
で
協
力
し
計
画
を
立
て
て
廃
品

回
収
・
芋
煮
会
・
団
内
試
合
の
企
画
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
他
に
も
多
数
行
事
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

指
導
者
も
剣
道
・
礼
儀
等
を
教
え
る
だ

け
で
な
く
、
団
員
と
保
護
者
と
共
に
廃
品
回

収
や
行
事
に
参
加
し
家
族
同
様
に
接
し
て
お

り
ま
す
。
と
て
も
人
数
が
少
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
が
現
実
で
す
が
…
…
。
で
も
残
っ

た
団
員
で
元
気
に
明
る
く
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

一
緒
に
剣
道
を
や
り
ま
せ
ん
か
？

一
緒
に
保
護
者
会
を
盛
り
立
て
ま
せ
ん
か
？

　

毎
週
日
曜
日
と
第
二
・
第
四
土
曜
日
午
前

十
時
〜
正
午
（
時
間
変
更
の
場
合
も
有
り
）

興
味
の
あ
る
小
学
生
は
、
気
軽
に
熊
倉
小
学

校
体
育
館
に
直
接
お
越
し
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

団
長　
　

高
島　

正

た
く
さ
ん
の
柔
道
着
あ
り
が
と
う

│
南
米
ボ
リ
ビ
ア
の
子
ど
も
達
に
柔
道
着
を

　

青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
南
米
ボ
リ
ビ
ア
へ
柔
道
指
導
の
た

め
派
遣
さ
れ
て
い
る
西
郷
出
身
の
佐
藤
学
治
さ
ん
の
も
と
へ
柔

道
着
を
送
ろ
う
と
、
平
成
十
五
年
「
広
報
西
郷
三
月
号
」
で
柔

道
着
の
提
供
を
呼
び
か
け
ま
し
た
と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の
柔
道

着
が
集
ま
り
、
さ
っ
そ
く
ボ
リ
ビ
ア
へ
送
付
し
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
か
ら
お
礼
の
メ
ー
ル
が
届
き
ま
し
た
の
で
、
紹
介

し
ま
す
。　ボリビアのスクレ市では、柔道場はあるものの柔道着は売っていませ

んでした。

　生徒たちは、普段着で練習していました。初歩的な指導は十分出来ま

したが、普段着では「試合に勝ちたい。」と言う生徒に練習を教えても

試合感覚がつかめず試合に勝てませんでした。

　今回、たくさんの柔道着を送っていただき本当にありがとうござい

ます。私はもちろんのこと、私と一緒になって柔道をもりあげようと頑

張っている同僚、生徒は心から喜んでいます。この柔道着を上手く利用

し、柔道の活性化、柔道を通して日本を知ってもらう為の努力をして行

きます。

たくさんの柔道着ありがとう！
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自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
納

期
限
は
５
月
31
日
（
月
）
で
す
。

　

自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
は
５
月
10
日

頃
、
軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
は
５
月

６
日
頃
に
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
届
き
ま

し
た
ら
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
期
限
ま
で

に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
を
納
め

た
と
き
の
領
収
証
書
に
は
、
継
続
検
査
用

（
車
検
用
）
の
納
税
証
明
書
が
つ
い
て
い

ま
す
の
で
、
車
検
証
と
一
緒
に
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。
車
検
時
に
は
必
ず
必

要
に
な
り
ま
す
。
軽
自
動
車
税
で
口
座
振

替
を
行
っ
て
い
る
場
合
、
引
落
確
認
が
出

来
ま
し
た
ら
、
６
月
中
旬
に
継
続
検
査
用

（
車
検
用
）
の
納
税
証
明
書
を
送
付
い
た

し
ま
す
。

　

ま
た
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
、
療
育
手
帳
等
を
も
っ
て
い
る
人
な

ど
の
た
め
に
使
用
す
る
自
動
車
で
一
定
の

要
件
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
申
請
に
よ

り
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ

ま
す
。
申
請
手
続
き
は
５
月
24
日
㈪
ま
で

済
ま
せ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ

　

●
自
動
車
税

　
　

福
島
県
県
南
地
方
振
興
局
県
税
部　

　

☎
２
３
│
１
５
１
９

　

●
軽
自
動
車
税　

税
務
課

芝
原
浄
水
場
の
一
般
開
放

　

６
月
１
日
〜
７
日
は
全
国
水
道
週
間

●
日
時　

６
月
6
日
㈰　

10
時
〜
15
時

●
場
所　

芝
原
浄
水
場

大
字
真
船
字
芝
原
47
│
11

（
社
会
福
祉
施
設
「
太
陽
の
国
」
西
隣
）

■
問
合
せ

　

白
河
地
方
水
道
用
水
供
給
企
業
団

☎
２
５
│
５
３
９
５

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査

商
業
統
計
調
査

サ
ー
ビ
ス
業
基
本
調
査

　

６
月
１
日
現
在
で
、
事
業
所
・
企
業
統

計
調
査
、
商
業
統
計
調
査
及
び
サ
ー
ビ
ス

業
基
本
調
査
の
３
調
査
が
全
国
一
斉
に
１

枚
の
調
査
票
で
同
時
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

各課直通電話番号

●歯科医　休日当番日
  5. 9 早 坂 歯 科 医 院（白河市）☎ 24-6480
  5.16 は や し 歯 科 医 院（白河市）☎ 24-1818
  5.23 古市歯科クリニック（中島村）☎ 52-2894
  5.30 ほ ず み 歯 科 医 院（白河市）☎ 22-7211
  6. 6 まるやま歯科医院（白河市）☎ 23-9146

●今月の納税

軽 自 動 車 税（全　期）

５月 31 日（月）までにお納めください。
※納税は便利な口座振替で

課局室名 電話番号 課局室名 電話番号
総 務 課 25-1112 企 画 調 整 課 25-2943
税 務 課 25-1113 下  水  道  課 25-2912
住民生活課（住　   　民） 25-1114 会 計 室 25-2934

（防災交通・生活環境） 25-2197 議 会 事 務 局 25-2980
行政サービスセンター 31-2237 農業委員会事務局 25-2946
健康推進課（保健・国保） 25-1115 西郷村土地改良区 25-1116

（地域福祉・介護保険） 25-3910 学 校 教 育 課 25-2370
在宅介護支援センター 25-5121 学校給食センター 25-1256
商 工 観 光 課 25-2910 生 涯 学 習 課 25-2371
農 政 課 25-1116 水 道 事 業 所 25-2962

建 設 課
25-1117
25-1118 代 表 25-1111

一
度
自
分
の
生
活
を
見
つ
め
直
し
ま
し
ょ

う
。

情
報
公
開
条
例
と

個
人
情
報
保
護
条
例

　

平
成
15
年
度
の
右
記
条
例
の
運
用
状
況

は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

●
情
報
公
開
条
例
▽
義
務
開
示
（
開
示
請

求
）
＝
請
求
件
数
２
件
（
全
部
公
開
１

件
、
非
公
開
１
件
）、
任
意
開
示
（
開

示
申
出
）
＝
請
求
件
数
１
件
（
一
部
公

開
１
件
）
▽
公
文
書
公
開
請
求
者
＝
村

区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者
１
名
、
実

施
機
関
が
行
う
事
務
ま
た
は
事
業
に
利

害
関
係
を
有
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る

者
２
名

●
個
人
情
報
保
護
条
例
▽
開
示
等
請
求
受

理
＝
３
件
▽
口
頭
に
よ
る
開
示
＝
１
件

●
不
服
申
立
て
＝
０
件

■
問
合
せ　

企
画
調
整
課

行
政
相
談
所

５
月
17
日
〜
23
日
は
行
政
相
談
週
間

●
日
時　

５
月
17
日
㈪　

13
時
30
分
〜
16
時

●
場
所　

西
郷
村
文
化
セ
ン
タ
ー
控
室

　

総
務
省
で
は
、
西
郷
村
を
担
当
す
る
行

政
相
談
員
と
し
て
、
次
の
方
を
委
嘱
し
て

お
り
ま
す
。

　

越
前
六
郎　

☎
２
５
│
３
３
６
７

※
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
が
委
嘱

す
る
も
の
で
、
国
・
県
・
村
の
仕
事
を

始
め
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の
特
殊
法
人
等
の

仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情
や
意
見
・
要
望

を
受
け
付
け
、
皆
さ
ん
と
関
係
行
政
機

関
等
と
の
間
に
立
っ
て
、
そ
の
解
決
を

促
進
す
る
よ
う
い
つ
で
も
自
宅
で
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ　

住
民
生
活
課

人
権
擁
護
の
相
談
会

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

●
日
時　

６
月
１
日
㈫　

10
時
〜
15
時

●
会
場　

西
郷
村
文
化
セ
ン
タ
ー
控
室

●
西
郷
村
人
権
擁
護
委
員

　

小
松
毬
男　

☎
２
５
│
０
８
８
８

　

真
船
哲
郎　

☎
２
５
│
３
６
３
９

　

田
邉
敏
捷　

☎
２
５
│
１
２
０
２

　

菊
地
芳
枝　

☎
２
５
│
１
１
５
９

　

松
田
ハ
ル
ヨ　

☎
２
５
│
１
７
２
４

※
な
お
、
人
権
擁
護
委
員
は
い
つ
で
も
自

宅
で
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

住
民
生
活
課

村
づ
く
り
委
員
会

●
応
募
資
格　

村
在
住
の
18
歳
以
上
の

方
。
村
づ
く
り
に
関
心
と
熱
意
の
あ
る

方
な
ら
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

●
募
集
人
数　

20
名
程
度

●
活
動
内
容　

こ
れ
か
ら
の
西
郷
村
の
理

想
の
姿
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。
話

し
合
い
は
月
１
回
程
度
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
形
式
で
行
い
ま
す
。
時
間
は
原
則

と
し
て
平
日
18
時
30
分
頃
を
予
定
し
て

い
ま
す
。（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
な

り
ま
す
。）

●
活
動
期
間　

10
ヶ
月
間

（
平
成
16
年
６
月
か
ら
平
成
17
年
３
月
）

●
申
込
方
法　

次
の
方
法
に
よ
り
企
画
調

整
課
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
官
製
は
が
き
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

電
子
メ
ー
ル

・
確
認
（
記
載
）
事
項　

①
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
②
住
所
、
③
年
齢
、
④

電
話
番
号
、
⑤
職
業

●
申
込
期
限　

５
月
25
日
㈫

　

こ
の
調
査
は
、
総
務
省
と
経
済
産
業
省

が
実
施
す
る
も
の
で
、
全
国
の
民
営
の
事

業
所
す
べ
て
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
調
査

の
結
果
は
地
域
開
発
計
画
や
都
市
計
画
な

ど
の
基
礎
資
料
や
、
国
や
都
道
府
県
・
市

区
町
村
に
お
け
る
商
業
の
育
成
、
サ
ー

ビ
ス
産
業
の
振
興
等
に
係
る
諸
施
策
の
企

画
・
立
案
の
基
礎
資
料
に
な
り
ま
す
。
５

月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
各
事
業
所
に
伺
い

ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

し
っ
か
り
選
ぼ
う
消
費
者
の
知
恵
で

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

　

社
会
経
済
の
進
展
に
よ
り
、
わ
た
し
た

ち
消
費
者
は
多
様
な
選
択
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
消
費
者
問
題
も
生
じ
て
お
り
、
消
費
者

が
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
ト
ラ
ブ
ル
に

遭
う
こ
と
も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
消
費
者
は
、
良
質
な
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
す
る
し
っ
か
り
し
た

目
を
も
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
安
全
で
安

心
で
き
る
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
、
も
う

●小児科医　休日当番日（白河地区）
  5. 9 みうら小児クリニック（白河市）☎ 28-1001
  5.16 おかざきクリニック（白河市）☎ 23-2551
  5.23 岡崎小児科内科医院（白河市）☎ 23-7811
  5.30 関 医 院（白河市）☎ 28-3003
  6. 6 関 根 医 院（白河市）☎ 27-3060

●内科医　休日当番日（白河地区）
  5. 9 佐藤循環器内科クリニック（西郷村）☎ 25-1100
  5.16 すずき内科クリニック（白河市）☎ 24-4114
  5.23 鈴木ホームクリニック（白河市）☎ 31-8181
  5.30 千 葉 医 院（白河市）☎ 24-2080
  6. 6 関 根 医 院（白河市）☎ 27-3060

※電話案内　しらかわ救急情報センター　☎ 23-9909
（看護師が電話にて当番医の紹介や当番医以外の専門医等の紹介や
場所の案内をします。）
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■
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

〒
９
６
１
│
８
５
０
１

　

西
郷
村
大
字
熊
倉
字
折
口
原
40

　
　

西
郷
村
役
場
企
画
調
整
課

「
村
づ
く
り
委
員
募
集
」
係

　

℻
２
５
│
２
６
８
９

　

�kikaku@
vill.nishigo.fukushim

a.jp

源
流
の
郷
自
然
観
察
会

●
期
日　

６
月
６
日
㈰

●
行
程　

西
の
郷
遊
歩
道
、
新
甲
子
遊
歩

道
を
歩
く
。

●
参
加
費

　

大
人
（
中
学
生
以
上
）
１
，
５
０
０
円

　

小
人
（
小
学
生
以
下
）
１
，
０
０
０
円

（
交
通
費
、
保
険
、
参
加
記
念
品
、
温

泉
入
浴
料
等
）

●
参
加
人
数　

先
着
100
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

●
申
込
み　

５
月
17
日
㈪
よ
り
、
電
話
で

事
務
局
（
商
工
観
光
課
）
ま
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
問
合
せ
先　

商
工
観
光
課

村
営
住
宅
の
入
居
者

　

入
居
希
望
者
は
条
件
等
を
確
認
の
う
え

期
日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間　

５
月
７
日
㈮
〜
14
日
㈮

●
入
居
抽
選
日　

５
月
20
日
㈭　

10
時

●
募
集
団
地

　

西
郷
村
大
字
真
船
字
川
谷
62
│
１

村
営
新
川
谷
団
地　

１
世
帯

■
問
合
せ　

建
設
課　

●とき
　５月 16 日㈰　小雨決行
　　受 付　9:00 ～ 10:00
　　アトラクション　9:30 ～
　　開 会 式　10:00
　　ス タ ー ト　10:30
●参加申込み
　はがき又は所定の申込み用紙に郵便番号、
住所、氏名、年齢、電話番号、来場の際の
交通手段（団体での申込みは代表者名参加者
名、参加人数、年齢構成を記入）を明記して
申し込んでください。
●チャリティー基金（緑の募金）
　参加費は無料ですが、当日任意でチャリ
ティーボックスに基金していただければ幸い
です。寄せられた浄財は福島民報厚生文化事
業団を通じ西郷村緑化推進委員会に「緑の募
金」として寄託します。
●ビック・ラッキープレゼント抽選
　はがき応募者には抽選でディズニーランド
ご招待が当たります。また、当日受付で渡す
コースマップの番号で抽選を行い、賞品を贈
ります。
●コース

■申込み・問合せ先
　商工観光課
　　「ふくしま緑の百景歩こう会」事務局

ふくしま緑の百景歩こう会
さわやか高原公園都市 にしごう

『緑ふくしま 21』キャンペーン第 16 回

│
│
◇
│
│
◇
│
│
◇
│
│
◇
│
│

●
お
詫
び
と
訂
正

　

先
月
号
24
ペ
ー
ジ
の
「
善
意
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

▼
皆
川
喜
代
次
さ
ん　

　
　
　
【
原
中
】

　
（
三
月
十
五
日
、
故
皆
川
勇
氏
の
遺
志

と
し
て
、
地
域
福
祉
の
た
め
）

一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

◎
西
郷
村
に
寄
付
さ
れ
た
方
々
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

▼
西
郷
村
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
実

行
委
員
会

　

会
長　

有
賀
悌
三
さ
ん　

　
【
甲
子
】

　
（
三
月
二
十
九
日
、
地
域
振
興
の
た
め
）

一
一
〇
、
二
一
五
円

◎
西
郷
村
教
育
委
員
会
に
寄
付
さ
れ
た

方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
長
谷
部
建
設
㈱　

　
　
　
【
上
野
原
】

▼
日
本
伸
管
㈱
白
河
工
場　
　
【
大
平
】

　
（
四
月
十
四
日
、「
子
ど
も
の
安
全
見
守

り
隊
」
活
動
の
た
め
）

巡
視
用
自
転
車　

各
十
二
台

▼
保
坂
正
一
さ
ん　
　
　
　
　
【
大
平
】

　
（
四
月
十
四
日
、
故
保
坂
幸
一
氏
の
遺

志
と
し
て
、「
子
ど
も
の
安
全
見
守
り
隊
」

活
動
の
た
め
）

巡
視
用
自
転
車　

十
二
台

▼
日
本
中
央
競
馬
会
福
島
競
馬
場

　
（
四
月
二
十
八
日
、「
子
ど
も
の
安
全
見

守
り
隊
」
活
動
の
た
め
）

巡
視
用
自
転
車　

二
十
台



　Ｈ１６．　５．　１

日 月 火 水 木 金 土

2
あそびの学校「磁
石で動くドリーム
ランド」（13:00 受
付　ジャスコ白河
西郷店）

3憲法記念日 4国民の日 5こどもの日
しょうぶ湯の日
（9:00 ちゃぽラン
ド西郷）

7
無 料 税 務 相 談
（10:00 マイタウン
白河）

10
パパとママの子育
て講座（２ヵ月児
児）（9:30 保健福
祉センター）
心配ごと相談会
（10:30 高齢者生活
支援センター）

13
12 ～ 13 ヵ月児健
康相談（9:30 保健
福祉センター）
母子手帳交付・健
康相談（13:00 同）
幼年消防クラブ入
団式（10:00 村立
幼稚園）

14
幼年消防クラブ入
団式（10:00 みず
ほ保育園）

15
運動会（米小校庭）

16
緑の百景歩こう会
（10:00 甲子地区）
ポンプ操法指導会
（9:30 熊倉小校庭）

17
行政相談所（13：
30 文化センター）

19
子育てのびのび教
室（保健福祉セン
ター）

20
４ヵ月児健康診査
（13:00 保健福祉セ
ンター）

21
西郷村交通対策協
議会総会（10:00
プレハブ会議室）
西郷村防犯連絡協
議会総会（13:00
プレハブ会議室）

22
運動会（小田倉小、
羽太小、熊倉小各
校庭）

25
ツベルクリン反応
（予約制）（13:00
保健福祉センター）
子育てのびのび教
室（同）
心配ごと特別相談
会（13:00 高 齢 者
生活支援センター）

26
歯科クリニック
（幼児 13:00、６才
児 13:45 保健福祉
センター）
国道 289 号線甲子
トンネル安全祈願
祭（10:00 甲子地
区工事現場）

27
BCG（5/25 ツ反接
種者）（13:00 保健
福祉センター）
母子手帳交付・健
康相談（13:00 同）

30
第 11 回赤面山山
開 き（7:00 受 付
旧白河高原スキー
場）

31
西郷村地域安全
推進協議会総会
（10:00 プレハブ会
議室）

2004 年５月
May行事
レカ ンダー

●今月の顔────
３才児健康診査

に来ていた子どもたちです。

★西白河郡内の主な行事です (NPO法人カルチャーネットワーク提供）

・5/1 ～ 31　白河と新撰組パネル展（フラワーワールドチ
ューリップ園 9:00）

・5/6　無料健康相談会（マイタウン白河 13:00）
・5/13　おひざにだっこのおはなし会（西郷村文化センター 10:30）
・5/15　まほろん館長講演会（まほろん 13:30）
・5/20　お母さんといっしょ（矢吹町図書館 11:00）

23

9

24

18

11 12

28

6

29

8

1

・5/22　ブライダル相談会（サンルート白河 10:00）
・5/22　開業医による健康公開講座（マイタウン白河
15:00 先着 20 名）

・5/25 ～ 6/6　土器をつくろう（まほろん 9:30）
・5/26　西白河郡市中学校陸上競技大会（白河陸上競技場）
・5/27　経営者モーニングセミナー（サンルート　白河 6:00）



　

風
が
、
道
を

　

そ
よ
り　

そ
よ
り　

と
ふ
き
ぬ
け
た
。

　

風
が
、
林
の
中
を

　

さ
ー
さ
ー
さ
ー
と
ふ
き
ぬ
け
た
。

　　

風
は
、
車
の
下
を

　

ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
と
ふ
き
ぬ
け
た
。

　

風
は
、
さ
く
ら
の
花
び
ら
を

　

く
る
り　

く
る
り　

と
ま
い
あ
げ
た
。

　

風
は
、
私
の
前
を

　

ひ
ら
り　

す
る
り
と　

つ
っ
き
っ
た
。

　

私
は
、
風
が
通
る
と
こ
し
っ
て
る
。

　

道
の
上　

林
の
中　

車
の
下

　

さ
く
ら
の
木
の
周
り　

私
の
前

　

そ
よ
り　

さ
ー　

ヒ
ュ
ー　

く
る
り　

ひ
ら
り

担
任
の
渡
邉
さ
と
美
先
生
か
ら
一
言

書
道
担
当
の
山
岸　

実
先
生
か
ら
一
言 

担
任
の
佐
藤　

仁
先
生
か
ら
一
言 

人口と世帯数（4月 1日現在）人口 19,291 人（前月比 -74）男 9,683 人（-40）女 9,608 人（-34）世帯数 5,967 戸（+4）

　

時
計
の
中
に
入
り
こ
ん
で
し
ま
っ
た
純
君
。
針

に
手
を
伸
ば
し
た
ら
想
像
以
上
に
動
き
が
速
く
、

落
ち
そ
う
に
な
っ
て
あ
せ
っ
て
い
る
表
情
を
工
夫

し
ま
し
た
。

　

川
谷
の
風
の
様
子
を
効
果
的
に
表
現
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
風
の
中
を
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に

歩
い
て
い
る
菜
々
さ
ん
の
様
子
が
目
に
浮
か
び
ま

す
。

　

横
画
や
た
て
画
、
は
ら
い
な
ど
、
三
年
生
で
学

習
し
た
こ
と
を
生
か
し
て
、
一
画
一
画
、
丁
寧
に

書
い
た
こ
と
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
作
品
で
す
。
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